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↑
凸
の
⊆
弼
　
羊
職

1
月
2
8
日
、
第
1
9
8
回
通
常
国
会
が
召

集
さ
れ
ま
し
た
。

今
国
会
は
私
が
三
期
日
に
挑
戦
す
る

参
議
院
選
挙
と
統
一
地
方
選
を
控
え
て

い
る
こ
と
等
か
ら
内
閣
が
国
会
に
提
出

す
る
法
案
に
国
論
を
二
分
す
る
よ
う
な

も
の
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、

そ
の
中
に
は
、
私
た
ち
の
事
業
や
雇
用

に
直
結
す
る
電
気
通
信
事
業
法
と
電
波

法
の
改
正
案
は
国
会
提
出
予
定
で
、
私

が
一
貫
し
て
所
属
す
る
総
務
委
員
会
で

審
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

総
務
委
員
会
で
は
、
情
報
通
信
は
も

ち
ろ
ん
、
地
方
行
財
政
・
郵
政
・
放
送

・
選
挙
・
消
防
等
を
は
じ
め
本
当
に
多

く
の
分
野
を
所
管
し
て
い
ま
す
が
、
実

は
統
計
も
所
管
し
て
い
ま
す
。

昨
年
末
の
1
2
月
2
8
日
、
厚
労
省
の
毎

月
勤
労
統
計
の
不
正
が
新
聞
報
道
に
よ

っ
て
ま
ず
明
る
み
に
な
り
、
年
が
明
け

て
か
ら
よ
り
問
題
が
深
刻
に
な
っ
て
い

ま
す
。私

は
、
今
回
の
問
題
が
発
覚
す
る
前

か
ら
予
算
委
員
会
や
総
務
委
員
会
で
統

計
の
在
り
方
に
つ
い
て
質
疑
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
統
計
法
は
平
成
1
 
9
年
に
全

部
改
正
さ
れ
て
い
る
珍
し
い

法
律
で
す
が
、
な
ぜ
統
計
が

大
事
な
の
か
と
言
え
ば
、
統

計
は
国
民
に
と
っ
て
合
理
的

な
意
思
決
定
を
行
う
た
め
の

基
盤
と
な
る
重
要
な
情
報
で

あ
り
、
施
策
を
実
行
す
る
上

で
非
常
に
重
要
な
判
断
基
準

と
な
る
か
ら
で
す
。
総
務
委

員
会
で
は
、
電
気
通
信
事
業

法
、
電
波
法
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
今
回
の
件
を
踏
ま
え

て
、
検
証
と
再
発
防
止
の
在

り
方
に
つ
い
て
立
法
府
の
立

場
か
ら
し
っ
か
り
質
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
選
拳
イ
ヤ
ー
だ
‖

会
　
長
　
小
　
島
　
政
　
敏

4
年
に
1
度
の
地
方
自
治

体
議
員
選
挙
と
3
年
ご
と
に

半
数
を
改
選
す
る
参
議
院
議

員
選
挙
の
2
つ
の
選
挙
が
1
 
2

年
に
1
度
同
時
に
や
っ
て
く

る
年
で
す
。

地
方
自
治
体
議
員
選
挙
で

は
4
月
は
じ
め
の
群
馬
県
議

会
議
員
選
挙
そ
し
て
下
旬
に

は
市
町
村
議
選
挙
と
続
く
、

ど
の
選
挙
に
お
い
て
も
直
接

私
た
ち
の
生
活
に
影
響
が
あ

る
選
挙
で
す
、
必
ず
投
票
に

行
き
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
N
T
T
労
組
退
職

者
の
会
は
、
群
馬
県
議
会
議

員
高
崎
市
区
の
角
倉
邦
良
さ

ん
そ
し
て
、
み
ど
り
市
会
議

員
選
挙
で
は
組
織
内
候
補
者

の
伊
藤
正
雄
さ
ん
の
再
選
に

全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

そ
し
て
最
重
要
課
題
は
7

月
の
第
2
5
回
参
議
院
議
員
選

挙
で
あ
り
、
参
議
院
比
例
区

組
織
内
候
補
、
吉
川
さ
お
り

さ
ん
の
3
期
日
の
当
選
を
勝

ち
取
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

当
選
に
向
け
て
N
T
T
労
組

退
職
者
の
会
は
、
N
T
T
労

組
グ
ル
ー
プ
連
絡
会
と
力
を

合
わ
せ
て
最
大
限
の
取
り
組

み
を
展
開
し
ま
す
。

吉
川
さ
お
り
さ
ん
の
、
支

持
者
カ
ー
ド
・
紹
介
者
カ
ー

ド
の
取
り
組
み
は
継
続
中
で

す
、
未
提
出
の
方
は
早
急
に

支
部
協
ま
で
の
返
送
を
お
願

い
致
し
ま
す
。
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第「,8向グランドゴルフ大会の開催案内

主催　NTT労組退職者の会
群馬支部協議会

幹事　高崎地区協議会

恒例となっております誰でも、初めての人でも簡単に参加できるグランドゴルフ大会を

下記のとおり開催いたします。

ご家族の方の参加も大歓迎です、会員の皆様、家族ともども楽しい一日を過ごしていた

だきたいと思っております、大勢の方々の参加をお待ちしております。

●日　時　5月15日(水)集合:午前9時20分　開会式‥午前10時を予定(雨天決行)

●場　所　からす月岡田橋運動広場ABCグラウンド(和田橋下流)

●賞　品　個人、団体、ボー)レインワン、参加賞など沢山用意しています。

●申込先　各、地区協議会あて申込下さい。 4月26日(金)までに支部へFAXで報告願い

ます。

●その他　お弁当・飲み物は用意します。朝の練習はOKです○

【椅子・ブルーシート等はご持参下さい】

●各地区受付担当役員
・高　崎　027-325-8428　新　井

・前　橋　027-283-3065　登　坂

・太　田　0276-46-8844　高　橋

・藤　岡　0274-23-8787　反　町

渋　川　0279-23-1833　板　倉

富　岡　0274-63-6667　神　戸

桐　生　0277-43-4624　藤　掛

沼　田　0278-23-4690　下川原

・伊勢崎　0270-24-8908　根　岸

※当日の緊急連絡先　09○○2「48-4「72　支部協　中村

●会場案内

1.国道17号線沿いの旧群馬通信部角の和田橋を渡り、すぐ左折し河川敷へおりてく

ださい。

2.観音山方面からおいでの方は和田橋たもとを右折し河川敷へおりてください。

和田橋の下が駐車場になります。

第21回群馬県支部協

総会を開催します
◆日　時

2019年10月10日㈱-11日㈱迄

(13時30分より)

◆場　所

伊香保温泉　ホテル「天坊」

日通信部 NTT �/　　　　　　　　　　　　¥ ��∩了　、 

和 悪 �国道17号 �聖 石 橋 � �鷲 大 橋 � 
からす川 ��’避難蟹田圏話題器患回書"顕醒藻態勢 �� 

震架揚 
照璽駆′言∴∵∴喜一薄 　　′’ ��堤防 �� 

①1会場誘導員 

安全運転でお越し下さい。お待ちしております。
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1がさヽ
_

主
Y

支
部
協
主
催
の

大
相
撲
観
戦
を
実
施

事
務
局

昨
年
8
月
か
ら
計
画
中
の
大

相
撲
初
場
所
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
の

確
保
が
出
来
ま
し
た
。

2
0
1
9
年
1
月
1
7
日
㈱
5

日
日
の
2
0
席
分
で
す
。
(
桝
B

席
)
地
区
協
会
長
さ
ん
を
通
じ

て
参
加
者
を
募
集
。
各
地
区
協

の
ご
協
力
も
あ
り
限
定
2
0
席
は

満杯。当
日
、
バ
ス
に
て
両
国
国
技

館
へ
。
昼
食
は
ち
ゃ
ん
こ
料
理

店
(
元
大
関
霧
島
経
営
)
。
食

事
終
了
後
は
自
由
行
動
に
し
ま

し
た
。
場
所
入
り
の
関
取
を
写

真
に
収
め
る
人
、
入
場
し
て
取

り
組
み
を
観
戦
す
る
人
に
分
か

れ
ま
し
た
。

退
職
者
の
会
の
仲
間
2
0
名
と

楽
し
い
時
間
を
過
す
こ
と
が
出

来
て
、
思
い
出
深
い
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

稀
勢
の
里
引
退
、
鶴
竜
・
白

鵬
の
両
横
綱
の
途
中
休
場
。
最

後
は
玉
鷲
の
初
優
勝
と
波
乱
含

み
で
大
荒
れ
の
初
場
所
で
し
た
。

今
後
、
本
企
画
の
継
続
に
つ

い
て
は
会
員
の
皆
様
の
ご
意
見

を
頂
く
中
で
判
断
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

忌
情
の
な
い
声
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

大
相
撲
初
場
所
を

観
戦
し
ま
し
た

登
坂
銀
次
郎

横
綱
「
稀
勢
の
里
」
が
引
退

し
た
、
翌
日
の
五
日
目
に
、
2
0

人
の
仲
間
と
両
国
国
技
館
に
観

戦
に
行
き
ま
し
た
。
バ
ス
の
中

で
、
ビ
ー
ル
等
、
盛
り
上
が
り
、

ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
楽
し
く

過
ご
し
、
昼
食
場
所
の
「
両
国

江
戸
N
O
R
E
N
店
」
　
に
つ
き
、

お
腹
を
満
た
し
、
入
場
し
ま
し

た
。
十
両
の
取
組
み
か
ら
観
戦

し
、
ひ
い
き
力
士
の
取
組
み
に
、

大
き
な
声
で
声
援
を
送
り
ま
し

た
。
結
び
の
横
綱
、
白
鵬
と
鏑

木
の
全
勝
対
決
は
、
取
り
直
し

と
な
り
、
一
段
と
大
き
な
声
援

が
上
が
り
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
観

戦
と
違
っ
て
、
生
は
迫
力
が
違

い
ま
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
ま

た
行
き
た
い
で
す
。

各
地
区
協
議
会
総
会

桐
生
地
区
協

第
1
 
5
回
桐
生
地
区
協
議
会

定
期
総
会
と

親
睦
会
の
開
催

広
瀬
　
和
由

記
念
写
真
(
星
野
英
起
さ
ん
撮

影
)
　
な
ど
の
話
に
花
が
咲
き
、

時
の
経
つ
の
を
忘
れ
和
気
あ
い

あ
い
の
う
ち
に
お
開
き
と
な
っ

た。

①
日
時
‥
平
成
0
0
年

1
2
月
1
4
日
　
(
金
)

②
場
所
‥
桐
生
市
内

鳥
モ
ネ
本
町
店

③
参
加
人
数
‥
2
9
名

④
来
賓
‥
小
島
群
馬
県
支
部
協

会
長
・
堀
越
衆
議
院
議
員
・

井
田
群
馬
県
議
・
伊
藤
み
ど

り
市
議

⑤
議
事
‥
平
成
2
9
年
活
動
報
告

・
平
成
0
0
年
活
動
案
報
告
　
等

小
島
支
部
協
会
長
よ
り
災
害

支
援
カ
ン
パ
の
お
礼
と
選
挙
対

応
等
の
話
が
あ
り
、
来
賓
挨
拶
。

藤
掛
会
長
よ
り
新
年
度
施
策
が

提
案
さ
れ
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
た
。
懇
親
会
で
は
昨
年
実
施

し
た
「
富
士
山
バ
ス
旅
行
」
　
の
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㍉
鼠
剛
地
図
掛
土
間

第
1
 
3
回
定
期
総
会
と

新
年
会

友
町
　
幸
雄

1
月
2
9
日
　
(
火
)

牛
臥
ド
リ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

参
加
人
数
　
2
5
名

来
賓
　
群
馬
支
部
協
会
長
小
島

政
敏
、
万
場
町
議
斎
藤
誠

2
9
年
活
動
報
告
0
0
年
活
動
方

針
を
承
認

新
年
会
は
手
品
、
ビ
ン
ゴ
、

カ
ラ
オ
ケ
で
楽
し
い
一
日
で
し

た。

受
口
地
区
協
の
活
、
 
・

太
田
地
区
協

七
福
神
巡
り
と

イ
タ
メ
シ
グ
ル
メ

小
林
　
秀
司

一
ケ
月
遅
れ
の
上
州
太
田
七

福
神
巡
り
が
二
月
二
十
八
日
、

二
十
四
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ

た
。
天
気
は
期
待
は
ず
れ
の
雨
、

曇
り
が
ち
な
気
持
ち
を
「
春
を

運
ぶ
恵
み
の
雨
」
と
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
捉
え
家
を
出
た
。
全
員
が

一
番
寺
の
曹
源
寺
(
日
本
三
堂

の
ひ
と
つ
で
通
称
き
ざ
え
堂
)

に
集
合
。
き
ざ
え
堂
は
上
州
太

田
七
福
神
の
「
布
袋
尊
」
を
奉

安
し
て
お
り
堂
内
を
一
巡
す
れ

ば
秩
父
、
板
東
、
西
国
の
計
百

札
所
の
観
世
音
菩
薩
を
巡
っ
た

こ
と
と
な
り
功
徳
を
得
た
。
二

番
寺
は
モ
ク
レ
ン
の
蕾
が
膨
ら

み
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
永
福
寺

「
寿
老
人
」
で
長
寿
を
祈
願
、

そ
し
て
白
紅
黄
色
の
梅
咲
く
山

里
に
春
を
見
つ
け
な
が
ら
三
番

寺
の
玉
厳
寺
「
福
禄
寿
」
を
参

拝
、
健
脚
組
み
は
四
番
寺
の
受

楽
寺
「
大
黒
天
」
　
へ
と
向
か
っ

た
。
ラ
ン
チ
は
全
員
で
現
役
時

代
に
お
世
話
に
な
っ
た
レ
ス
ト

ラ
ン
で
懐
か
し
い
イ
タ
メ
シ
を

食
べ
な
が
ら
ワ
イ
ン
等
を
片
手

に
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
四
月
開

催
予
定
の
花
見
の
会
で
の
再
会

を
誓
っ
て
散
会
し
た
。

沼
田
地
区
協

新
年
会
に
参
加
し
て

林
　
　
賢
一

完
全
退
職
し
て
早
5
年
。
健

康
管
理
等
に
留
意
し
な
が
ら
、

細
々
と
年
金
生
活
を
送
っ
て
い

ま
す
。
古
希
を
迎
え
る
節
目
の

年
、
こ
の
度
初
め
て
の
新
年
会

に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

久
し
振
り
に
会
う
善
男
善
女
達

2
6
名
が
、
市
内
の
寿
司
店
に
集

ま
り
ま
し
た
。
地
域
の
役
員
を

し
て
い
る
方
、
経
験
者
の
方

等
々
…
あ
ー
だ
・
こ
ー
だ
と
、

今
後
は
あ
ー
し
よ
う
・
こ
ー
し

よ
う
と
話
が
弾
み
、
あ
っ
と
い

う
間
に
時
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。

電
電
公
社
時
代
か
ら
N
T
T

へ
の
変
貌
を
歩
ん
で
き
た
仲
間
、

そ
し
て
そ
れ
以
前
に
大
変
な
思

い
を
さ
れ
て
き
た
先
輩
の
方
々

と
、
和
気
あ
い
あ
い
に
交
流
を

深
め
、
有
意
義
な
時
を
過
ご
す

事
が
出
来
ま
し
た
。
時
代
が
変

わ
る
記
念
の
年
が
良
い
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
。

藤
岡
地
区
協

第
七
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の

開
催

中
村
　
利
雄

第
七
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
十

一
月
八
日
(
木
)
　
緑
野
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
参
加
者
8
名

で
開
催
し
ま
し
た
。

曇
り
空
で
し
た
が
、
無
風
の

絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、

「
明
る
く
、
楽
し
く
、
元
気
よ

く
」
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
プ
レ
1
終
了
後
士
衣
彰
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山高笠
口橋原

文哲造
作夫

薫鰯岸嵩高鰯輔月

式
懇
親
会
を
行
い
、
楽
し
く
一

日
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た。優
　
勝

準
優
勝

三
　
位沼

田
地
区
協

昨
年
を
振
り
返
っ
て

武
田
　
　
正

一
昨
年
は
体
調
が
良
く
、
山

に
何
回
も
登
り
ま
し
た
。
昨
年

は
左
足
が
痛
く
、
近
く
の
成
田

山
へ
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
し
ま
し
た
。

そ
の
代
わ
り
に
好
き
な
旅
行
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
6
月
に
4
4

名
と
岡
山
県
の
倉
敷
美
観
地
区

を
見
て
回
り
、
大
き
な
出
雲
大

社
を
拝
ん
で
き
ま
し
た
。
次
に

広
島
へ
行
く
な
ら
足
立
美
術
館

を
見
た
方
が
良
い
よ
と
皆
に
言

わ
れ
、
そ
の
と
お
り
美
術
館
の

周
り
に
素
晴
ら
し
い
公
園
が
あ

り
庄
倒
さ
れ
ま
し
た
。
こ
ん
な

良
い
施
設
は
関
東
地
方
に
は
無

い
と
思
い
ま
し
た
。
次
に
錦
帯

橋
へ
、
独
身
の
時
行
っ
て
以
来

懐
か
し
か
っ
た
で
す
。
最
後
は

船
に
1
 
5
分
乗
り
、
厳
島
神
社
を

見
学
し
ま
し
た
。
各
卯
分
が
あ

っ
と
過
ぎ
地
元
の
ガ
イ
ド
さ
ん

も
う
ま
く
、
満
足
し
ま
し
た
。

広
島
の
ホ
テ
ル
に
着
き
ド
ー
ム

も
見
ま
し
た
。

9
月
予
定
し
て
た
浜
松
旅
行

は
、
台
風
2
 
1
号
で
中
止
、
今
年

行
く
予
定
で
す
。
水
上
地
区
の

旅
行
は
2
回
あ
り
天
気
に
恵
ま

●

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す

月
古
希

中
島

堀
口

滴
下

●
　
【
九
人
】

堀
口

武
井

高
草
木

和
田

天
谷

寺
島

喜
寿

小
島

信
次
(
安
中
市
)

富
三
　
(
高
崎
市
)

潔
(
前
橋
市
)

正
廣
(
前
橋
市
)

映
子
　
(
伊
勢
崎
市
)

博
(
み
ど
り
市
)

裕
男
(
大
田
市
)

豊
　
(
邑
楽
町
)

正
　
(
中
之
条
町
)

●
　
【
十
人
】

⑫
　
【
八
人
】

由
之
　
(
高
崎
市
)

章
夫
　
(
高
崎
市
)

正
司
　
(
高
崎
市
)

静
雄
　
(
高
崎
市
)

修
　
(
前
橋
市
)

清
文
　
(
前
橋
市
)

敏
夫
　
(
前
橋
市
)

高
茂
　
(
邑
楽
町
)

●
　
【
八
人
】

吉
井
　
売
人

服
部
　
八
郎

塩
原
登
志
枝

石
川

小
沼

●
米
寿

永
井

大
西

佐
藤

秀
雄均

(
高
崎
市
)

(
高
崎
市
)

(
前
橋
市
)

(
前
橋
市
)

(
み
ど
り
市
)

●
　
【
三
人
】

房
子
(
高
崎
市
)

慶
三
　
(
前
橋
市
)

正
久
(
熊
谷
市
)

田
中

渋
川

石
井

廷
幸

京
子

昭
雄

利
子

赤
見
比
佐
子

柴
田
　
和
正

山
口
　
文
作

長
岡
　
政
春

信
澤
　
宜
雄

関
塚
美
津
子

宮
沢
　
俊
樹

松
尾
　
保
春

藤
田
　
　
満

(
高
崎
市
)

(
高
崎
市
)

(
高
崎
市
)

(
藤
岡
市
)

(
甘
楽
町
)

(
前
橋
市
)

(
伊
勢
崎
市
)

(
伊
勢
崎
市
)

(
桐
生
市
)

(
渋
川
市
)

南
岸
ま
き
子

清
水
美
代
子

岡
田
伊
都
子

金
井
　
房
子

川
崎
　
嘉
子

(
高
崎
市
)

(
高
崎
市
)

(
高
崎
市
)

(
前
橋
市
)

(
前
橋
市
)

(
伊
勢
崎
市
)

(
桐
生
市
)

(
大
田
市
)

米
寿
●
　
【
八
人
】

室
生
　
祐
司
　
(
高
崎
市
)

渡
辺
　
輝
雄
(
高
崎
市
)

高
野
つ
る
子
　
(
富
岡
市
)

門
倉
　
幸
一
(
吉
井
町
)

金
井
　
道
治
　
(
前
橋
市
)

茂
木
登
美
子
　
(
大
田
市
)

羽
鳥
ミ
ツ
エ
(
渋
川
市
)

長
塩
　
八
重
　
(
沼
田
市
)

●
米
寿
●
　
【
四
人
】

清
水
　
敏
子
　
(
藤
岡
市
)

青
木
　
正
美
　
(
み
ど
り
市
)

金
子
千
恵
子
　
(
館
林
市
)

遠
藤
　
ス
ミ
　
(
渋
川
市
)

三
月

●
古
希
●
　
【
四
人
】

今
竹
　
　
優
　
(
高
崎
市
)

高
橋
　
　
博
　
(
前
橋
市
)

鶴
渕
　
正
雄
　
(
中
之
条
町
)

林
　
　
賢
一
(
沼
田
市
)

●
喜
寿
●
　
【
七
人
】

蓬
田
　
保
伯
　
(
高
崎
市
)

木
暮
か
つ
よ
　
(
安
中
市
)

新
　
規
　
加
　
入

2
0
1
8
・
1
 
1
・
8
~

2
0
1
9
・
l
　
"
　
9

高
崎
　
　
　
乗
附
　
雅
巳

荒
木
美
代
子

根
岸
　
秀
樹

内
山
富
士
雄

坂
口
　
純
子

前
橋
　
　
　
中
村
　
義
昭

桐
生
　
　
　
清
水
美
佐
江

富
岡
　
　
　
佐
俣
　
菊
江

饗
撚
懸
綴
溝
遜
闘

2
0
1
8
・
1
2
・
1
~

2
0
1
9
・
2
・
2
8

斉
藤
　
久
江
　
(
8
4
歳
)

佐
藤
一
博
(
6
8
歳
)

梅
澤
　
フ
ミ
　
(
9
3
歳
)

福
島
　
　
廣
(
8
5
歳
)

小
泉
ミ
ツ
エ
(
9
 
1
歳
)

市
根
井
　
決
　
(
7
4
歳
)

恩
田
　
　
努
(
9
4
歳
)

中
澤
　
文
雄
　
(
8
9
歳
)
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固瞳。

年越しそば打ち教室
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一
国
国
圏
図
闘
圃

高
崎
地
区
協

パ
ス
旅
シ
リ
ー
ズ
第
9
弾

田
口
　
宗
明

今
回
の
旅
は
一
泊
目
ユ
ネ
ス

コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
、
な
ま
は
げ
の
里
男
鹿
温
泉

郷
の
雄
水
間
で
き
り
た
ん
ば
鍋

を
食
し
、
二
泊
目
岩
手
の
つ
な

ぎ
温
泉
愛
真
館
で
岩
手
牛
ス
テ

ー
キ
を
、
三
泊
目
は
青
森
の
古

牧
温
泉
星
野
リ
ゾ
ー
ト
東
屋
で

ホ
タ
テ
を
つ
ま
み
に
地
酒
を
呑

み
、
ね
ぶ
た
シ
ョ
ー
を
堪
能
し

て
き
ま
し
た
。

藤
岡
地
区
協

あ
り
ま
す
が
、
私
の
経
験
で
は

各
工
程
の
中
「
水
回
し
」
が
一

番
大
事
な
工
程
だ
と
思
い
ま
す
。

後
は
ま
と
め
、
く
く
り
、
ね
り
、

つ
ぶ
し
、
の
し
、
切
る
等
あ
り

ま
す
が
何
せ
色
々
な
方
が
お
り

ま
し
て
、
切
る
に
し
て
も
ま
ち

ま
ち
で
、
茹
で
上
が
り
で
味
に

も
多
少
の
差
異
が
あ
り
ま
す
。

何
は
と
も
あ
れ
楽
し
く
和
や
か

に
受
講
さ
れ
、
愛
情
込
め
た
手

製
の
お
い
し
い
蕎
麦
を
食
べ
て

頂
き
、
和
気
あ
い
あ
い
で
来
年

も
参
加
し
た
い
と
い
う
方
も
多

く
大
変
好
評
で
し
た
。
今
後
は

私
自
身
本
格
的
な
そ
ば
つ
ゆ
づ

く
り
に
挑
戦
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

沼
田
地
区
協

山
頂
で
豆
ま
き

武
田
　
　
正

小
野
公
民
館

年
越
し
そ
ば

打
ち
教
室
講
習
会

秋
山
　
淳
一

昨
年
1
 
2
月
8
目

(
土
)
　
に
表
記
の
そ

ば
打
ち
教
室
が
開
催

さ
れ
、
私
と
も
う
一

人
の
講
師
2
名
で
4

名
5
班
で
2
0
名
を
指

導
致
し
ま
し
た
。
当

教
室
は
平
成
2
5
年
よ

り
企
画
さ
れ
今
回
で

6
回
目
で
す
。
「
手

打
ち
そ
ば
は
難
し
い

」
と
い
う
印
象
が

前
に
登
っ
た
戸
神

山
で
豆
ま
き
を
し
て

き
ま
し
た
。
2
月
3

日
は
天
気
が
良
く
登

り
口
の
近
く
に
あ
る

観
音
寺
と
い
う
お
寺

に
n
時
頃
集
ま
り
和

尚
さ
ん
が
皆
無
事
頂

上
へ
登
ら
れ
る
よ
う

お
祈
り
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

太
鼓
と
鉦
で
、
メ
ン
バ
ー
は
懐

か
し
い
曲
を
色
々
と
弾
い
て
く

れ
ま
し
た
。
誰
も
が
手
を
た
た

い
て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

お
寺
の
中
で
お
昼
を
食
べ
、

1
時
頃
4
0
人
位
で
雪
の
山
道
を

出
発
し
ま
し
た
。
登
山
道
は
雪

が
積
も
っ
て
い
た
の
で
や
っ
と

一
番
高
い
所
へ
つ
き
ま
し
た
。

山
頂
に
着
い
た
ら
和
尚
さ
ん
が

拝
み
、
チ
ン
ド
ン
屋
さ
ん
が
弾

き
鳴
ら
し
、
皆
で
豆
を
投
げ
ま

し
た
。
登
る
と
き
は
寒
か
っ
た

が
、
帰
り
は
暑
く
な
り
、
上
着

を
持
ち
下
っ
て
行
っ
た
ら
女
性

が
上
着
を
持
っ
て
く
れ
る
と
い

う
の
で
助
か
り
、
話
を
し
た
ら

私
の
妹
と
同
級
生
と
い
う
事
で

話
が
弾
み
ま
し
た
。
来
年
ま
た

登
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
懐
か
し
い
チ
ン
ド
ン

一
屋
さ
ん
4
人
で
、
男

性
1
人
が
ア
コ
ー
デ

ィ
オ
ン
、
女
性
3
人

で
1
人
が
ト
ラ
ン
ペ

ッ
ト
、
後
の
2
人
は
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緊急連絡先調査カード返送のお願い

N丁丁労組退職者の会・群馬支部協議会では、大規模災害発生時(こ会員の安否や被災状況を把

握し、皆様へのサポートの充実を図るため、緊急連絡先の調査を行うこととしました。最近は

地震・火山活動・台風や暴風雨による土砂崩れなど甚大な被害をもたらす自然災害か頻発して

おります。そこで、もしもの時の連絡体制を確実なものにするため、家族・親族等の緊急連絡

先をあらかじめ把握させていただくこととしました。

平成3「年「月より送付し収集の取り組みを実施しておりますが2月28目現在の収集状況は調

査対象者「 ,6○○会員のところ回答者が6「 9会員、回答率38,6%となっております。まだ調査

カードを返送されておられない会員の皆様は調査カードに記入の後、速やかに返送していただ

きますよう、よろしくお願いいたします。
さし

し、 /8( ・、令ィ、て予十、,/γ ,、十つ了∵「、 /評、へ,でイ可否予、′てγ「音、仁子、 、今宮、・音/ウイ)、/つ了÷二・,γ -子で予十、・ (γ,、 ,て予言、 、了γつ、二音実)/主、く、(予{言、・匂ィ、う、′,ノア、了γ吾ヾ・了①今宮「合イン

ヽ
"-

Yがき「ヽ
、〕1

前
橋
地
区
協

山
菜
の
自
給
自
足大

泉
　
秋
利

た
ろ
っ
ぺ
、
コ
シ
ア
ブ
ラ
、

う
ど
ふ
き
の
と
う
等
、
天
ぷ
ら

で
食
べ
る
と
ど
れ
も
美
味
し
く

山
菜
狩
り
の
好
き
な
人
達
に
は

春
が
目
の
前
で
す
。
0
0
年
前
頃

は
仲
間
数
人
と
吾
妻
の
奥
ま
で

車
で
出
か
け
、
ナ
ッ
プ
サ
ッ
ク

に
入
り
き
れ
な
い
程
の
た
ろ
っ

ぺ
の
収
穫
が
あ
り
ま
し
た
。
い

ず
れ
山
菜
狩
り
は
年
齢
と
共
に

出
来
な
く
な
る
と
思
い
、
退
職

す
る
前
か
ら
敷
地
内
に
た
ろ
っ

ぺ
　
(
刺
な
し
)
蕗
、
こ
ご
み
を

植
え
芽
が
吹
く
の
を
春
の
到
来

と
共
に
待
っ
て
い
ま
す
。
今
年

は
コ
シ
ア
ブ
ラ
を
追
加
し
ょ
う

と
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
苗
木
を

購
入
し
ハ
ウ
ス
内
で
育
苗
中
、

寒
い
中
で
も
園
芸
は
楽
し
い
趣

味
の
一
つ
で
す
。

前
橋
地
区
協

初
秋
の
尾
瀬
ケ
原別

所
　
邦
雄

昨
年
の
秋
、
1
0
月
2
日
(
火
)

近
所
の
4
夫
婦
8
名
で
尾
瀬
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

2
目
前
の
台
風
の
影
響
で
前

日
は
鳩
町
山
荘
ま
で
の

道
は
倒
木
、
小
枝
が
道

を
塞
ぎ
朝
2
時
間
程
通

行
止
め
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
駐
車
場
か
ら
鳩
町

山
荘
ま
で
は
乗
合
タ
ク

シ
ー
で
す
。

秋
晴
れ
の
中
、
山
ノ

鼻
を
目
指
し
出
発
で
す
。

朝
の
木
洩
れ
日
が
ナ
ナ

カ
マ
ド
や
ヤ
マ
モ
ミ
ジ

を
赤
く
染
め
又
小
枝
か

ら
見
え
隠
れ
す
る
薄
赤
く
な
っ

た
至
仏
山
を
見
な
が
ら
尾
瀬
ケ

原
を
目
指
し
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
尾
瀬
ケ
原
は
春
、

夏
の
賑
わ
い
も
な
く
原
一
面
の

赤
く
染
ま
っ
た
草
紅
葉
が
出
迎

え
て
く
れ
ま
し
た
。
牛
首
分
岐

か
ら
ヨ
ツ
ピ
吊
橋
、
竜
宮
を
回

り
牛
首
分
岐
に
戻
り
昼
食
で
す
。

尾
瀬
の
水
で
ラ
ー
メ
ン
を
作

り
お
に
ぎ
り
を
□
い
っ
ぱ
い
ほ

う
ぼ
り
、
食
後
は
捌
排
を
飲
み

時
々
通
る
ポ

ッ
カ
や
さ
ん

を
見
て
尾
瀬

ケ
原
の
自
然

を
満
喫
し
疲

れ
た
体
も
癒

さ
れ
楽
し
い

一
日
と
な
り

ま
し
た
。

用
γ

ふ
て
言
工
-
っ
申
、
　
′
　
心
Y
工
　
/
、
α
ヽ
言
だ
言
く
○
ヽ
　
/
、
叫
¥
　
′
　
ふ
く
子
吉
∵
小
ヽ
　
I
、
〇
、
　
/
　
ヽ
〇
、
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oeeお宅ロらせ●e。

① 『いきがい』の内容の検討を計り、ました。次のように変更させて頂きます。

川柳・俳句の投稿は10年間長きに渡り投稿頂きありがとうございました。今回を持ちまして、

しばらく休止とさせて頂きます。

②原稿の文字を250文字から2○○文字以内で厳守をお願いいたします。
尚、紙面の都合上200文字以上の場合は、あらかじめ編集させて頂きますのでご了承ください。

(①次号の原稿締め切りは5月末日まで。

④支部協宛　ハガキ又はFAX O27-327-2502
っ∴∴∴∴、ヽ　〇　　〇　〇　　〇　(　(ン　つ　　し)　エ　　○　○　　′⊃つ∴〔音　l〕　「　。

課
題
重
し

暮
れ
な
ん
と
し
て
枯
塵
の
利
根
の
寂
ぶ

雪
霜
も
や
と
鼻
緒
ぬ
ら
す
や
城
の
濠

安
中
地
区
　
　
中
　
島
　
圭
　
子

春
光
を
四
角
に
分
け
る
ガ
ラ
ス
窓

古
き
世
の
敷
石
道
や
雪
間
革

沼
田
地
区
　
　
平
　
井
　
敏
　
江

春
色
の
リ
ハ
ビ
リ
の
靴
右
は
エ
ル

感
覚
の
か
す
か
に
戻
る
足
梅
だ
よ
り

太
田
地
区
　
　
定
　
方
　
き
ぬ
子

三
大
居
て
み
ん
な
独
り
身
そ
げ
す
す
る

風
止
み
て
福
寿
の
黄
花
輝
け
り

太
田
地
区
　
　
大
　
澤
　
曜
　
子

熱
欄
や
無
事
の
一
年
振
り
返
り

豆
撒
き
て
逝
き
し
人
々
偲
び
お
り

前
橋
地
区
　
　
漏
　
田
　
知
　
之

切
り
花
を
求
め
て
今
日
の
猫
柳

枯
枝
の
路
線
図
の
ご
と
空
覆
蓋
う

渋
川
地
区
　
　
塩
　
野
　
鞠
　
子

雛
壇
で
総
理
独
り
が
ご
満
悦

ゴ
ー
ン
雑
種
の
ケ
ー
ス
に
日
産
(
ご
紋
)
付
き

太
田
地
区
　
　
英
　
さ
　
ん

あ
ら
れ
菓
子
幼
少
ど
さ
は
け
ん
か
種

孫
し
ら
ず
飾
り
付
け
か
ら
こ
わ
し
て
る

桐
生
地
区
　
　
清
　
水
　
加
代
子

イ
ン
ス
夕
映
え
パ
ソ
コ
ン
頼
る
老
年
共

幼
さ
子
ひ
な
段
飾
り
大
は
し
ゃ
ぎ

高
崎
地
区
　
　
川
　
崎
　
い
わ
お

我
が
家
で
は
遠
い
昔
の
ひ
な
祭
り

届
け
た
し
り
ゅ
う
ぐ
う
に
も
お
雛
様

高
崎
地
区
　
　
山
　
田
　
信
　
次

戦
中
派
ご
縁
無
か
っ
た
ひ
な
祭
り

ひ
な
飾
り
値
段
チ
ラ
ツ
と
見
て
通
過

桐
生
地
区
　
　
長
　
井
　
和
　
子


